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2012 年 4 月 20 日 

 

 

Android タブレットを活用した医薬情報担当者(MR)向けデジタルプレゼンテーションシステム 

「MR2GO-DMV（エムアール･ツー･ゴー ディーエムブイ）」をアステラス製薬へ提供 

～ Android タブレット版「MR2GO-DMV」を初提供 ～ 

 

ＳＣＳＫ株式会社（本社：東京都江東区、代表取締役社長：中井戸 信英、以下ＳＣＳＫ）は、アステラス製薬株

式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：畑中 好彦、以下、アステラス製薬）に対し、医薬情報担当者

(MR)が営業活動時に利用するコンテンツをデジタル化し、タブレット PC を利用してプレゼンテーションを実施す

る、デジタルプレゼンテーションシステム「MR2GO-DMV（エムアール・ツー・ゴー ディーエムブイ）」を 4 月より提

供開始しました（DMV は Digital Material Viewer の略）。 

なお、Android タブレット版「MR2GO-DMV」の提供は、今回が初めてとなります。 

 

 

１．背景 

アステラス製薬は、MR の情報提供活動におけるセルフマネジメント支援およびディテールインパクトの向上

を目的に、スマートデバイスの活用を検討してきました。このたび、MR 約 2,400 名および関連スタッフへ NTT ド

コモの「Galaxy Tab10.1」の導入が決定し、同時にプレゼンテーションツールとして「MR2GO-DMV」を採用いただ

きました。 

「MR2GO-DMV」は、高い操作性を特長としたプレゼンテーションシステムと管理システムにより、コンテンツ

配信管理と利用実績収集を実現します。同システムはアステラス製薬の MR 活動のさらなる業務改善に寄与す

るものとして、2 月より順次稼働のフォロー・評価が行われ、4 月より医療従事者へのプレゼンテーションで利用

開始されています。 

 

 

２．「MR2GO - DMV(エムアール・ツー・ゴー ディーエムブイ)」の概要 

「MR2GO-DMV」は、MR の外勤活動を支援するＳＣＳＫのマルチキャリア対応モバイルソリューション

「MR2GO」ファミリーの製品です。 

MR は、頻繁に追加・改訂・廃止される説明用資材を、Android アプリからケーブルレスでいつでもダウンロー

ドして最新化でき、正確で効果的な情報提供活動を行うことができます。 

電波の使えない医療施設内での使用を想定し、一連のプレゼンテーションはすべてオフラインで動作します。

プレゼンテーションの実施実績はすべて内部で記録され、後に管理システムに連携されます。これにより管理

者は、説明用資材の利用状況を把握し、資材作成者へフィードバックすることで、より効果的な資材の作成に反

映することができ、ＣＬＭ（クローズドループマーケティング）実現に寄与する事ができます。 

なお、「MR2GO-DMV」には、ゲーム用ミドルウェアで多数の実績を持つ株式会社ＣＲＩ・ミドルウェア(本社：東

京都渋谷区、代表取締役社長：古川 憲司）のコンテンツ配信管理基盤「CLOUDIA(クラウディア)」や高速描画

エンジンが組み込まれているほか、高度なユーザビリティが要求されるゲームソフトのノウハウが活かされてい

ます。 
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[MR2GO-DMV 製品ロゴ]              [MR2GO-DMV イメージ] 

 

 

 《導入イメージ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

※記載された内容は発表日現在の情報です。また、文中に記載された会社名および製品名などは該当する

各社の登録商標または商標です。 

 

■本サービス・製品に関するお問い合わせ先 

ＳＣＳＫ株式会社  

産業システム第二事業本部 流通システム事業部 製薬システム課 佐伯・村上 

TEL：03-5290-3879 / FAX：03-5290-3854 / Email：MR2GO.SP@mk.scsk.jp 

 

■報道関係お問い合わせ先 

ＳＣＳＫ株式会社 

広報部 広報課 秦 

TEL：03-5166-1150 / FAX：03-5166-1159 / Email：pr.sp@mk.scsk.jp 

顧客

顧客

顧客

デジタル
コンテンツ

デジタル資料
統合管理

② プレゼンテーション

・より分かりやすい説明

・顧客のニーズに合わせてシナリオ変更

・双方向のコミュニケーション

・ディテーリング活動を自動記録

ＭＲ

① 新しい資料の配布

・Androidタブレットからワンアクションで最新化
（ＰＣに接続する必要なし）

・コンテンツの追加、更新、削除（利用中止）

各製品ＭＧＲ各製品ＭＧＲ

配信

登録

デジタルコンテンツ利用記録

集計・分析

利用状況

③ 見える化（提供資料と方法の検証）

・資料がどれ位使われているか
（利用回数の多い資料、少ない資料）

・資料がどのように使われているか
（ページ毎の所要時間、シナリオ）

本社スタッフ

デジタルコンテンツ利用状況

フィードバック

④ フィードバック

・作成資料への反映
（顧客のセグメントやＭＲの経験
に応じた、最適なディテーリングの
ための資料）

・説明方法への反映
（人気コンテンツ、時間配分など
説明方法の共有）

・活動戦略への反映


